韓国社会科における道徳的態度形成の論理 ： 1995年版「社会生活科課程」の場合 by 朴, 南洙
社会系教科教育学会『社会系教科教育学 研究』第12号　2000 （pp.25-32）
韓 国 社 会 科 に お け る 道 徳 的 態 度 形 成 の 論 理
-1955 年版「社会生活科課程」の堝合一
The Logic of Moral Education on Social Studies ｉｎ Korea:
F  ocusing" on the 1955's Course of Stu心 力Γthe  Social Studies
朴　 南　 洙
(広島大学大学院)
Ｉ　 問題の所在
道徳教育に関して社会科教育 はいかにあるべ
きか。こうした社会科の在り方の究明は，社会科
と対等に道徳が一教科として設 けられている韓国
の場合その必要性 は特に高い。それは，道徳科設
置の過程から論議が続いており，未だに社会科と
道徳教育との関係が曖昧であるからである1）。
表１は，第3次教育課程改訂期2）までの社会科
と道徳教育の関 わりの変遷を示 したものである。
1946 年 に公布された，『初 ・中等学校各科教授要
目集（4）国民学校社会生活科』3）（以下，『1946 年
版』と略記） は，従来の地理，歴史，公民を一教
科の領域で含む形で編成され，社会認識及 び態度
形成を担う教科として出発した。 そして，第 工次
改訂期の工955年版 『国民学校教科課程』4）では，
「社会生活科課程」（以下，『工955年版』と略記）
において道徳教育が一層強調され，学校教育全体
に関わるものとして位置付けられた。社会科は，
各学年に道徳単元を設 け，特にその中核的役割を
担っていた。第 ２次改訂では汀 反共・道徳生活」
（特設道徳） の設置により社会科から道徳領域の
単元が分離される。その後，第 ３次改訂で道徳が
独立の教科として設置されることになった。この
ような変遷により，導入当時の社会科の性格も大
きく変容してきた。
しかし，社会科のカリキュラムの分析を通して，
道徳的態度形成の論理を解明しようとした研究は
なされていない。そのため，社会科 における道徳
教育の目標や内容に対する批判も曖昧であり，不
徹底なままに残されていると言えよう。
そこで本研究は，成立期社会科で担ってきた道
徳教育の論理の究明を通して冒頭の課題に応えて
いきたい。考察にあたっては，まず導入時の社会
科における道徳教育の論理を明 らかにする。その
後，社会科という一教科 の枠 の中で，道徳教育が
より強調された『1955年版』を取り上げ，その背
景と道徳的態度形成の論理を解明していきたい。
Ｈ　社会科の導入と民主主義的道徳教育の試み
社会科の導入は，従来の道徳教育が抱えた問題
点の克服という点でも意義をもつ。当時の文教部
次長であった呉天錫は，「従来の修身科は，いわ
ゆる社会道徳を観念的に子どもに注入させるため
に尽力」してきたと批判し，社会科をこのような
過去の誤認を改める教科と捉えている5）。また，
編修官の金相弼も 厂社会生活と学校教育の遊離を
表１　社会科と道徳教育の関わりの変遷
カ リキ ュ ラ ム期 年度 社会科と道徳教育の関連（教科構造） 構成上の特徴
○過渡期 解放～
1946年
○地理　 ○歴史　○公民 ・修身科の内容や方法に対する批判により成立した公民
科を中心に社会認識と道徳的態度形成
○教授要目期 1946年 ○社会生活科 ・社会生活の学習を通した道徳的態度形成
０１次改訂期 1955年 ○社会生活科 ・道徳教育は全教科を通して年間35時間取り扱われるよ
うになっているが，社会生活科が道徳教育の中心的役割
ゆ･社会生活科の各学年に道徳単元を編成
1956年 ・道義教育委員会設置
－
j 二]
。． ・道徳教育の当面目標発表
・道徳教育の要項公布
1957年 ・国民学校道徳教科書発刊
０２次改訂期 1963年 ○社会科　　○反共・道徳生活(特設道徳) ・特設道徳の新設ゆ･社会科から道徳単元を分離
０３次改訂期 1973年 ○社会科　　○道徳科 ・一教科としての道徳科の成立
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各時期別『教育課程』を基に筆者作成
避け
，『知』，『行』が渾然一致された全人教育」6）
の達成という側面で社会科の意義を評価している
。
では,当時の社会科の性格はどういうものであっ
たのだろうか
。『1946年版』では，匚社会生活科
(Social Studies)は
，人間と自然環境および社会
環境等の関係をはっきり認識させ
，社会生活に誠
実
，有能な国民になるように ることを目的と
する
」7）と記述されている。これは，社会科の本
質は
，社会認識を通して資質（態度）を形成する
教科であることを示している。
また
，総論の匚社会生活科教授要目の運用法」
には
，従来の修身教育の問題点と新しい道徳教育
の方法について次のように示されている。
冂｡人倫道徳を知らず知らずのうちに実践体
得させること
。従来の修身教科書よう，人倫
道徳を直接的に提示していないが,人倫道徳を看
過したものと誤認してはならない
。社会生活科の
目標は
，社会生活の理解・体得なので，あらゆる
教授活動を通して人倫道徳に適合した行動を実践
させなければならない
。これを通て児童達に知
らず知らずのうちに
，社会生活の規範である人倫
道徳を体得・実践できる人格を陶冶させるべきである。」8）
要するに
，道徳は徳目それ自体を意図的に教え
ることによって成り立つものではなく
，社会生活
の認識の過程で形成されるという論理を表明して
いる
。導入当時の社会科は，民主主義教育を実現
する教科として理解されたのである
。
しかし
，具体的カリキュラムの構成は手本とし
たコロラド廾|案の単元を参考にしながらも
，国家
的・伝統的事柄及び,道徳的内容の補充を通した
生き方の習得が重視されている
。これは，解放直
後の新国民形成の必要性と伝統的な儒教的道徳観
という韓国的現実を考慮した編成と考えられる
。
そして
，このような編成が陥りやすい伝統的道徳
教育の論理は
，学習内容の設問式提示と教育方法
の改善を通して克服が試みられている9)
。
一方,導入当時の社会科の性格や民主主義的道
徳教育のための試みは
，様々な理由を背景にした
道徳重視の動きにより，第１次改訂版である
『1955年版』では大きく変容される。
Ⅲ『1955年版』の編成と社会科の道徳化１．道徳教育重視の背景
1954年～55年の教科課程の改訂では，道徳教育
強化の主張が大きな影響を及ぼした。その背景は，次の３点にまとめられる。
第１は，従来の社会科に対する限界点の指摘で
ある
。前述したように『1946年版』は，韓国的現
実の考慮という点て主体的編成が試みられたが
，
限界点も指摘された。それの一つが道徳教育の問
題である。
『1955年版』の作成担当者であった崔秉七は
，
匚単元が殆ど系統的，分科的傾向であったので，
道徳的領域の単元を設ける機会が少なかった」10）
と述べ
，社会科における道徳教育の問題点を指摘
している
。また，文教部の編修局長の崔鉱培も，
匚道徳科を社会生活科のなかに含めてしまい，道
徳教育を軽視している
」11）と述べ，社会生活科で
道徳教育を行うようにした解放後の道徳教育のお
り方を批判している。
第２は，朝鮮戦争後の社会的現実であろう。戦
争後の教育の課題は
，教育制度や教育施設の整備，
教育課程の改編であった
。戦争後匚人格の修養と
学術の錬磨に努めなければならない学生達が
，放
縦と安逸をむさぼるだけでなく
，誇りと使命を忘
却し
，望ましがらぬ行動をするものが次第に増え
ていった
」12）という見解にも見られるように，戦
後の学生生活指導の問題が至急の解決課題として
現れたのである。
第３は
，当時の社会的現実を反映させた教育政
策である
。当時の文教部長官の教育施策を見ると，
1952年10月から1954年４月まで在職した金法麟は
，
道徳教育を強調しながら汀戦時文教
」匚建国文教」
匚独立文教」をバ954年４月から1956年６月まで
在職した李宣根は
，「反共民主教育の推進」「‾教育
の質的向上
」匚生活文化の簡素化」を教育の基本
方針として採択している13）
。共通的な施策として
道徳教育の強調があげられる。
このような背景により
，工954年に公布された
厂教育課程時間配当基準令」では汀道義教育は，全教科及びその他教育活動の全般で行い，各学年
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の年間総授業時間数 の範囲で/ 年間35 時間以上を
実施する」14）（国民学校, 第10 条）と規定された。
これは，学校教育における道徳教育は，道徳科を
特設せずに，学校の教育活動の全面で行い，各教
科は独自の領域を遂行することによって，道徳的
態度を形成するという方針である。
あらゆる教科や教科外の活動を通して道徳教育
を行うという方針は，過去 の権威主義的な徳目教
育の止揚を意味する。 また，経験を通した生活教
育を志向する新教育思潮と，新しい教科である社
会科の基本原理を維持しながら，道徳教育の強調
という課題に応じようとした試 みと考え られる。
一方，「‾社会生活科は道義教育に関して他教科
とは異なる特別な使命と不可分の関連をもってい
る」15）という見解かおる。社会科と道徳教育との
深い関わりがあると言えよう。
では,『1955年版』は，どのような内容の編成と展
開を通して道徳教育の目的を担っているのだろうか。
２。道徳的態度形成のための内容編成
（１）カリキュラムの全体計画
表 ２は，『1955 年版』 の全体計画を示したもの
で，同課程は，各学年別主題とｎ ～12 個の単元で
編成されている。 厂学年の主題」で見られるよう
に，第 工学年 の 匚家・学校」 から，第 ６学年の
匚我が国」 に至 る同心 円的配列 は，これまで の原
理を継承している。 しかし，内容選定の面では以
前とは異なっている。これまでの社会認識を中心
とする単元編成に付け加え，各学年別１～４個の
徳目中心の単元が編成されているのである。各々を
「社会認識中心」型単元，匚徳目中心」型単元と呼
ぶことにしよう。
では，なぜ「徳目中心」型単元を編成したのだ
ろうか。編纂趣旨について編纂者は次のように述
べている。
「各学年ごとに２～ ３単元ずつ道徳的教材が挿
入されている。これは，主として礼法 に関する教
材である。各学年のレベルに合わせて選定された
この礼法を綜合すれば，国民学生 に必要な礼法の
一般が網羅されている。 しかし，このような礼法
は，日常生活でも充分 に指導できるものである。
これを特に編成した理由は，時代的要請のためで
ある。従って，この方面に注意を喚起させようと
する意図があるといえよう」16）
要するに，小学生に必要な道徳的徳目を綜合し，
社会生活科に編成したのは，戦後の社会的紊乱の
改善という時代的要請 に応じた結果であり，社会
科教育を通して道徳的側面に注意を喚起させよう
とした意図があったと推測される。社会生活科は
道義教育に対して他教科とは異なる特別な使命と
関連をもっているという考え方が反映された結果
と言えるだろう。
全体構成原理に関する詳細な分析は別稿で行っ
ているので17），ここで は 匚徳目中心」型単元の編
成原理を考察していきたい。
①個人・社会道徳に関する徳目中心の構成
各学年の内容から 厂徳目中心」型単元を抽出し，
表２　各学年の主題と単元編成
学年 学年 の主題 単　　　 元　　　 構　　　 成
第１学年 我 が家， 私達 の
学 校
Ｌ 私達の学校 ＠ 挨拶　3. 遠足　4. 物資を節約し よう　5. 安全 ＠ よい習慣を身 に付 けよう
7.丈夫 な体　8. 友達　9. 私達の家　10.楽しい日　11.私達 の学校 と私達 の家
第２学年 近所の生 活 ０ 善 い２学年　2. 私達の村を守って くれる人 々　3. 人と物 の輸送　4. ものを供給して くれる人々
＠ お使い　6. 手 紙を伝える人々　＠ 正直 な子 ども　８淦 融組合 と銀行　9. 面 ・邑事務所 と市役所
＠ 時間を守ろ う　n. 私達の健康を守 って くれる人 々　12.私達 の生活を楽 しくしてくれる場所や施設
第３学年 郷土 の生 活 ０ 立派 な子ども　2. 私達の村 の自然環境　 ３私 達 の食料 ｅ 責 任と公益　5. 私達 の服　Ｌ 私達 の家
7.都市と田舎 の生 活　8. 我 が国の北部地方 の生 活　9. 我が国 の南 部地方 の生活　10.我が国 の山間地方
の生活　11.我 が国の平 野地方の生活　12.我 が国の海岸地方 の生活
第 ４学年
私 達 の生 活 の来
歴
０ 私達 の礼法　2. わが村の発展 ＠ 自由と協同　4. 愛林　5. 我が国 の自然環境　6. 我が国 の名 勝古跡
＠ 美しい風 俗　８私 達の住んでいる地球　9. 集団生 活　10 濃 事 の始 まり　11.道具 の発達
第 ５学年 産業 の発達 ０ﾈL 法を守ろう　2. 勤労　3. 健康 と娯 楽　４瀧 源 の利用　5. 機械の発達と産業　6. 交通 と運送
7.商業 と貿易　8. 銀行 と組合　9. 我 が国の人口と都市　10.世界のいろいろな国　n. 国 産品の愛 用
第 ６学年 我 が国 の発達 と
世界
０ 美 しい習 慣　2. 我 が国 の来歴　3. 私達 の歴史 を輝かせ た人 々や物　4. 我が国 の政治　5. 民主主義
6.国際連 合　7. 統一と復興　8. 美 しい物　 ９淙 教　10.国民の本分 ＠ 我々 の将来
文教部『国民学校教科課程』1955, pp.48～49より筆者作成（白抜き数字の単元 は，「徳目中心」型単元を表す｡）
- 27 －
その内容構成を関連徳目及び配列 という観点で分
析, 整理したものが表 ３である。
内容編成の第Ｉ の原理は，社会生活に必要な伝
統的道徳的態度の形成を民主的社会生活の重要な
要素として捉え冂 固人・社会道徳に関する徳目を
中心 に内容を編成する，というものである。
表３の単元 は，殆どが個人・社会道徳に関する
徳目関連の単元で，このような単元の特性は，伝
統的な徳目を重視しなが らも，『1946 年版』にお
けるそれとは異なっている。例えば，『1946年版』
の場合，直接的な 匚徳目中心」型単元は設けられ
ていないが，第２学年の単元 ７ 口 年中の楽しい
日」で は，伝統的祝祭日や国家の記念日，単元８
「‾我 が国の旗と他国の旗」で は，国旗 の意味，国
旗に対する礼儀, 第６学年の単元10 匚我々の民族
性」では民族性の意味，民族性の昂揚など，殆 ど
が国家関連の道徳を重視している18）。反面，『工955
年版』の場合は，第1学年 の単元２「挨拶」，第２
学年 の単元１ 厂善い２学年」，第３学年 の単元 ４
匚責任と公益」等 のように，多 様な生活場面にお
ける囗固人・社会的徳目が中心 となっている。 こ
れは，解放直後 と朝鮮戦争後という異なる時代的
背景に起因すると考え られる。 つまり，『1955 年
版』の場合, 新国民形成の側面より戦後の生活改
善と適応の問題が重視されたのである。
②個人的道徳的習慣形成から
社会共同生活の精神・態度形成へ
内容編成の第２の原理 は，体系的道徳的態度形
成のために，子どもの発達段階を考慮して，個人
的道徳的習慣形成から社会共同生活の精神・態度
形成へ順次的に配列する，というものである。
表 ３の各単元 は，関連徳目の性格が学年によっ
て異なっている。 例えば，第 工学年の単元 ２ 厂挨
拶」で は両親，先生，友達に対する挨拶法が，単
元６ 匚よい習慣を身に付けよう」で は，自分の習
慣の反省，よい習慣と悪い習慣の修正，正しい言
い方等の態度を形成させようとしている。これは
第２学年の各単元の内容構成にも同様に見られる。
一方，第 ５学年 の単元 工 匚礼法を守ろう」 では，
正しい批判力を持つ方法, 公共施設利用の礼法が，
第６学年の単元１「‾美しい習慣」では，多様な儀
式 に対する理解と態度，共同生活における指導性
の伸張，社会に対する奉仕などの態度を形成させ
ようとしている。
つまり，低学年の場合は，個人の道徳的習慣の形
成の側面が，高学年へ進むことによって，社会共同
生活のための一定の行動基準に適合した精神と態度
養成の側面が中心となっている。発達段階を考慮し
て徳目を精選し，体系的に徳目や道徳的な価値判断，
道徳的心情を培うという意図が読み取れる。
一方，道徳的態度形成は 厂徳目中心」型単元に
表３　道徳領域の単元構成と配列
学年 単元名 学　習　内　容（道徳的態 度） 関連徳目 配列
１
2.挨拶 ･両親，先生，友達 に対 する挨拶法　･ 挨拶 の理由，挨拶時 の言 い方 と態度 ・礼儀
道 徳的習
慣形成
］
社 会共同
生活 の精
神， 態度
形成
6.よい習慣を身
に付けよう
･我々 の習慣 の反省　･ 正 しい言い方　･良 い習慣 の継承 と悪 い習慣 の修正 ・良い習慣
２
Ｌ 善 い2学年 ･正しい言葉使 い　･挨 拶　･ 食事する時 の礼法　･ 隣 の人 との礼 法 ・礼儀， 親切
5.ぉ使い ･私 たちがで きるお 使い　･ お使い時の注意点 ・協力
7.正直な子ども ･正直な子 どもの意 味　･ 約束を守ることの必要　･ 嘘 の良 くない点 ・正直，約束
10.時間を守ろう ･家や学 校で の時間生 活　･ 社会における時間生活　･ 時間約束 の必要性 と注意 ・約束，規則
３
1.立派な子ども ･自分 の意思 の正確 な表現　･ 体と服, 周り のものを 清潔　･ 外に出たときの注意
･公園 と遊 び場で の注意　･交 通機関を利用する時 の注意　･ お金，物， 時間の使い方
・自主，清潔
公衆道徳，節約
4.責任 と公益 ･責任を完遂 する方 法　･ 他人 のために働く方法　･ 自分 の責任 の完遂 と他人 との関係 ・責任，公益
４
1.私達 の礼法 ・日常生活 にお ける礼 法　･弱 い人に対 する礼法　･ 自分 の本分を守 る方 法
･公共場所で の注意　･ 手 紙の書き方
・礼儀
公衆道徳
3.自由 と協同 ･自由 の意味　･ 自由 と恣 意の区別　･ 協同の意味　･ 自由 と協同 の関係 ・自由，協力
7.美 しい風 俗 ･家族 の和睦　･ 家族 と親戚の助け合い　･ 郷土 の風俗　･ 我が国 の美 しい風 俗
･私た ちが生 かして いくべきよい風俗
・和睦，郷土愛，
美の愛護
５
1.ﾈL法を守ろう ･正しい批判力を持つ方 法　･家 庭での礼法，訪問 と接待礼法　･ 公共施設利用 の礼法 ・批判 力， 公衆
道徳，礼節
６
1.美 しい習 慣 ･計画的な生活　･ 儀式 の理解　･ 指導性を伸長　･ 社会 に対す る奉仕活 動 ・誠実，礼儀，
指導力，奉仕
n. 我 々の将来 ･卒業 と国家，先生， 親の恩の感謝　･ 卒業 後に母校に対 する感謝　・自分 の将来 の決定 ・感謝，自主
1）文教部 前 掲 書1955,  pp.50 ～98 によ り筆者 作成 。
2）関連徳 目 は，文 教部 「国民学 校道徳 教育課程（案）」『新 教室 』1957, pp.22 ～23を参考 にした。
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隕られて求められているのではない。「‾社会認識
中心」型単元でも独自の原理で道徳教育の役割を
担っているのである。で は，各類型の単元は，ど
のような内容構成と原理を通して道徳的態度を形
成させようとしているのだろうか。
(2)2 つのパターンの単元構成原理
①「社会認識中心」型単元の場合一社会事象の
理解と道徳的態度の統一的形成過程－
単元構成の第１のパターンは，子どもに社会事
象に対する知的理解と道徳的態度形成を統一的に
図るために，客観的社会事象の認識と道徳的態度
形成過程を順次的に構成する，というものである。
「社会認識中心」型単元がこれに当たる。
事例として第 ３学年の単元 ５「私達の服」を取
り上げ，内容構成を分析，構造化したものが表 ４
である。「中心問題」 にはカリキュラムの学習問
題を，「事例単元」「認識内容」にはそれに対応す
る教科書 の小単元と内容を，「内容構成の視点」
には筆者の分析を示した。
この単元 は，衣服の生産と消費という社会機能
を中心に11 個の学習問題で編成され，４つの教科
書の小単元を通して学習できるように構成されて
いる。単元 は大きく，客観的社会事象の認識過程
（小単元 １～３）と，道徳的態度形成過程（小単元
４）の２つの過程が順次的に構成されている。
表４　第３学年　単元５
小単元 工で は，衣服の由来と発達の歴史，各要
素（気候, 季節, 習慣など）と衣服との関係など，
衣服と人間生活との関わりについて認識させよう
としてい る。小単元 ２では，多様な衣服の原料，
使用目的，季節などによる原料の違い，原料の生
産，発達の歴史など衣服の原料 に関する諸事実を
認識させようとしている。小単元 ３では，生産活
動と関わって製糸工場の立地条件, 労働者の苦労
と私達の生活との関連など，衣服の生産活動に関
わっている諸事実を捉えさせようとしている。
このように，小単元１～３は社会事象 の知的理
解か中心となって いる。 客観的事象 の認識 は，
「新しい道徳教育とは，・・（中略） ・・道徳的
判断の基礎になる人間生活, 社会生活に関する正
しい知識を習得させる面があるべきである」19）と
作成者が述べているように，道徳的態度形成のた
めの基礎としての意味も持っている。
勿論，ここで社会事象と関わっている人間の働
きの理解を通して も，態度形成が図られている。
例えば，「衣服の由来」 の学習で は，昔の人々の
生活改善のための苦労と努力を，冂｡ 製糸工場」
の学習で は，働いている人々の行為を共感的に理
解させることを通 して，協力，感謝，衣服を大事
にしようとする態度を形成させようとしている。
一方，小単元４では，直接的な道徳的態度形成
が図 られてい る。「中心問題」を見ると，「9. 贅
「私達の服」の内容構成
中　心　問　題 事例単元 認　識　内　容 内容構成 の視点
１．私達 はな ぜ服が必要か。
2. 私達は季節 によってどんな服を着るか。
３．学 校の通 学の時や運動 の時 はどのよう
な衣服が適当 か。
4. 他国の人 々はどのような衣服を着るか。
1. 服 の物語
○衣服の由来，生産技術 の発達 による衣服の変化
○気候地域と衣服 の原料 との関係
○季節， 国 家， 地域 の気 候と習慣 など の諸要因 と衣
服と の関係
＊ 衣 服 と 人
間 生 活 と
の 関 係
○
客
観
的
社
会
事
象
の
認
識
過
程
社
会
事
象
の
理
解
と
態
度
の
統
一
的
形
成
5. 衣類の原料 にはどのような物があるか。
６．私達 の郷土 ではどのような衣 類の原料
が生 産されるか。
万万
ス
１）木 綿
と綿布
○用度及び季節 と服 の原料 との関係
○綿花 の伝来 の歴史（ いっ， 何処から）
○世界一番 の綿花 の生 産地 （アメリカ） ＊ 衣 服 の 原
料 に 関 す
る 諸 事 実
２）羊 毛
と絹
○洋服 の原料 は羊毛， 羊の飼育 の歴史， 適地と条件
○服の原料 として の絹
○養蚕 の適地 として の我 が国，生 産と流通
３）新 し
い生地
○技術 の発達 と新 しい原料 の発見
7.衣類 の生 産と制作の ために人 々はどの
よ うに協力 しているか。 ３．製糸工 場
○製糸工場 の見学（生 産光 景の見学と説明を聞 Ｏ
Ｏ 工場で 働いて いる人 々と我 々の生活と の関係
○製糸工場 の立地条 件（水を使うから川端に建設）
＊ 生 産 活 動
と 関 わ っ
た 諸 事 実
８．衣類 はなぜ値段の差があるか。
９．贅沢 な服はなぜ良 くないか。
10.衣 服はどう保管 し管理すべ きか。
ｎ｡ 私 達は衣類の生産や衣類 の管 理にどの
ように協力 すべきか。
4.良 い服
○良い服 と良 くない服の理解
○ 高い生地 の輸 入の問 題点 （高い 着物で 贅沢 する の
は良 くない）
○我々が服を着 るまで は多 くの人々の苦労のお陰げ
ゆ･ 感謝 する気持 ちと生 産に協力する態度
○ 道徳 的態 度形
成過程
文教部　前掲書（1955）pp.66～67及び，文教部『社会生活3-1』1959, pp.74～94により筆者作成
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沢な服はなぜ良 くないか」「10.～管理すべきか」
匚ｎ.～どのように協力すべきか」 のように，価値
的要素が含まれている。 ここでは，良い服の条件，
贅沢な服の問題点，衣服を作る人々の苦労などの
認識を通して，感謝の態度，協力態度などの道徳
的態度形成が直接的に目指されている。つまり，
道徳的態度形成をねらいとして，内容構成と認識
が方向づけられているのである。
このように，単元 ５ 匚私達の衣服」の学習を通
して は，３年生が理解すべき基本的社会機能とし
て衣服の生産と消費 に関する知的理解と道徳的態
度形成が一つ の単元 のなかで繰り返して形成でき
るように構成 されてい る。 このような構成 は，
厂徳目中心」型単元を除いた殆どの単元で同じよ
うに採用されている。つまり，これらの単元でも
社会事象の共感的理解と，社会認識 と関わってい
る直接的な道徳的態度の形成という，２つの過程
と構造を通して，社会生活の理解と生き方の習得
が図られているのである。
②「徳目中心」型単元の場合 一道徳的事例の
感化による道徳的態度の形成過程一
単元構成の第２のパターンは，道徳的事例の感化
による道徳的態度形成の過程として構成する，とい
うものである。匚徳目中心」型単元がこれに当たるＯ
第３学年には，単元１　匚立派な子ども」，単元
４「‾責任と公益」の二つの「徳目中心」型単元が
設けられている。事例として，単元 ４「責任と公
益」を取り上げ，表 ４と同じ手順で示したのが表
５である。 この単元 は，責任と公益という徳目に
関して３個の中心問題と下位問題で編成され，三
つの小単元を通して学習できるように構成されて
いる。小単元 は，「責任」「‾公益」「責任と公益 の
関連」 について子どもの生活を中心とした道徳的
事例で構成されている。
小単元１で は，学級での役割分担活動を中心に，
誠実な役割の遂行とそれに対する先生の称賛など
望 ましい結果の提示を通して，責任という道徳的
態度を形成させようとしている。小単元 ２では，
町の人々のために鐘を鳴らしてくれるおじいさん
の例話を中心に，他人のための行動とその結果を
通して，公益という道徳的態度を形成させようと
する。小単元 ３では，踏み切り番のおじさんの例
話を中心に，責任完遂とその結果が公益 になるこ
とを通して態度を形成させようとしている。
このように，「徳目中心」型単元 の場合は，責
任の完遂によって生じる望 ましい結果を連続的に
提示することを通して，または道徳的事例を感動
を持って共感的に理解させることを通して，道徳
的態度を形成させる構造となっている。子どもが
例話の中に入り，生 き方を内から共感的に理解し
ていく時，感動が生 まれ望 ましい態度が形成され
表 ５　第３学年　単元４「責任と公益」の内容構成
中　心　問　題 事例単元 内　容　構　成 内容構成の視点
1.私達が責任を完遂す るためにはどうすべきか。
1)私の学 級で はど のよう に仕事を分担 してや っ
てい るか。
2)自分 が担当 している仕事をどうす べきか。
3)先生 や友達 との約束 はどう守るべ きか。
4)学級で 決議 したこと はどう守るべ きか。
5)分担 して仕事をする時はどうすべ きか。
6)私達 の郷土 の人 々はど のよう にお互 い責任 を
完遂 しているか。
1. 私 の す
べきこと
＠学級での役割分担 と誠実 な遂 行に関する例話
○ョ ンチョ リのクラスで は仕事を 分担して誠実に遂行
○清潔部員 の活動方法 と誠 実な活動 唏･･先生の称賛
○他 グループ への誘い と他 グループの誠実な活動
○友達 と先生か らの肯定的 な反 応と清潔な教室
○学級図書コ ーナの問題 に関して図書部の必要性 の認識
図書部員 の決定 と誠実 な活動 と図書コ ーチの整理整頓
ゆ･ 各部 の部員 の責任完 遂と協力 に対 する先生 の喜び
○責 任完
遂 と望 ま
しい結果
道
徳
的
事
例
の
感
化
に
よ
る
態
度
形
成
過
程
2.私達 はどのよ つに色々な人 のために働くべきか。
1)郷土 の人 々はどうお互い に協力してい るか。
2)私達が 自分 の利益 の みを 考え るのはなぜ望 ま
しくないか。
3)他人 のためにやるの はなぜ良い ことか。
4)学 校の物や共 同の物 はなぜ大事 にすべきか。
5)私達 は色々な人 の利益 のため にど のよう なこ
とがで きるか
2. 鐘 を 鳴
らす おじ
いさ ん
●町 の人 のために鍠を 鳴らして くれるおじいさん の例話
○季節や天気 の変化 にも関わらず，いつ も正確 な時間に
鐘を鳴 らすおじい さんに関する話 一枷･感謝 の気持 ち
○おじいさん に会 って いろ いろな話を聞く
○おじいさん に責任 や使 命感などについて感謝
○作文で感謝 の気持 ちを書 く
ゆ･ 先生 の称賛 と友達 全員 が感謝の気持を感じ る。
○ 公益 の
た めの行
動 とそ の
結果
3.自分 の責任を 果たすこ とはなぜ他人 のためのも
のになるのか。
3. 踏 み 切
り 番 のお
じい さん
●登校時安全を守 って くれる踏み切り番おじさん の例話
○おじさん のお陰で30年 間の無 事故
○ヨ ンチョ リはお じいさんに感謝の気持ちでいつ も挨拶
○町 のために努力 する人 々に感謝の手 紙を書 く
○ 責任完
遂 と結 果
として の
公益
文教部　前掲書(1955) pp.65 ～66及び，文教部　前掲書(1959) pp.57 ～73により筆者作成
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るという論理である。
しかし
，態度形成のための厂徳目中心」型単元
の編成と
，意図的な態度形成過程では，道徳的態
度の基礎とも言える社会認識側面と価値対立を通
した態度形成過程は排除されている
。従って，形
成される態度は
，責任と公益などのような徳目に
ついての批判の要素は欠如され
，一方的な道徳的
態度の押しつけになるおそれがある
。結果的に事
例単元の構成は
，児童の生活を中心にしているに
もかかわらず
，依然として抽象的徳目の提示を通
して内面化を図っているといえる。
３。道徳的態度形成の論理
一道徳的態度の重複的形成と社会科の道徳化－
これまで考察してきた
，単元構造と道徳的態度
形成の関係を示すと図１のようである
。図で見ら
れるように
，『1955年版』では道徳的態度を重複的
に形成させる構造となっている
。すなわち，①で
は社会事象の理解過程を通して
，②では社会事象
と関わった道徳的態度の直接的な追求を通して，
③では道徳的事例に対する感化を通して態度形成
が図られている
。例えば，本研究で考察した単元
の場合
，①で厂製糸工場」の認識過程における，
責任を完遂するために苦労したり
，努力している
労働者の行為の共感的理解を通して
，匚服を大事に
する態度
」や，「責任完遂と公益の態度」が形成で
きる
。このような態度は，②は③の過程を通して
繰り返して形成が図られている
。　しかし，社会科
の性格とも言える
，社会認識を通して資質（態度）
を育成するという論理から見ると
，①の社会認識
過程を通して
，知的な側面と道徳的な側面は一元
的に形成される
。しかし，『工955年版』の場合は，
内容構成原理は異なるものの
，②と③の過程を意
図的に付け加えて，主として道徳と言われる態度
Ｉ「社会認識中心」型単元　IIr徳目中心」型単元
①社会認識（理l
解過程にお叫る態度形成）ｌ
隠 ミ ］
一一一一一一一一一一一一一一
③道徳的態度形成（道徳的
事例の感化を通した態度形成）
-
を重複的に形成させようとしているのである
。
このような論理は
，社会認識を通して態度を形成
するという導入当時の社会科の性格から後退して
いる
。また，生活で直面する問題や厂客観的題材
を追求することを通して」20）また，厂対立する価
値の比較や選択が自主的に行われる」21）過程を通
して
，理解，態度，能力の統一的育成を目指す社
会科においての道徳教育の論理とも異なっている
。
結果的に
，『1955年版』における道徳的態度形
成の論理は
，人間と自然環境及び社会環境との関
係の認識を通して形成されるはずの科学的な観察
力
，合理的な思考や判断などと結びついた道徳的
態度の形成を妨げ，従来の道徳教育の特性を多く
帯びることになった。
IV　おわりに
匚道徳と知の結合を基底にしてこそ社会科はそ
の使命を実現しうるのだ」22）と上田薫は述べてい
る
。『1955年版』は，社会科という一教科を通し
て道徳的態度形成を図っている
。しかし，内容構
成を分析した結果
，『1955年版』における厂徳目
中心
」型単元の意図的編成や，匚社会認識中心」
型単元における道徳的内容の追加などで読み取れ
る道徳的態度の重複的形成の論理は
，完全な知と
道徳の結合を基盤としているとは言えない
。
しかしながら
，作成者らが導入当時の社会科の
性格から完全に変質したとも言い難い
。なぜなら
ば
，民主的態度形成の方法として，子どもの生活
を取り上げた事例中心の構成
，学習内容の問題式
提示方法の採用
，子ども中心への学習方法の転換
など23）
，『1946年版』と同様に伝統的な道徳教育
論理の克服が試みられた跡が見られるからである
。
結局
，『1955年版』は，導入当時の性格から変
質は見られるものの
，当時の道徳重視の主張を反
映させながら
，社会科の性格も尊重しようとした
編成であり
，『1963年版』における道徳教育の重
点が社会科から
，新設の厂反共・道徳生活」へ分
離されていく過渡期的編成と考えられる
。結果的
に道徳的態度形成の重複的構造は
，特設道徳の設
置による厂徳目中心
」型単元（図１の③）の分離
にも関わらず
，①，②の構造を通して，社会科で
依然として道徳教育が重視される基盤を残した。
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